特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会　週刊ニュース　　13年　1月10日　442号
年末年始の作業　　　　
年末の事務所清掃は、伊藤千恵子さんと近藤宏一さんが担当していただきまして2時間かけて進めていただきました。夏からあけることのなかった冷蔵庫は、氷がびっしりついて大変でした。31日になってやっと氷が溶けたということでした。その分3日間水がしたたり落ちて床が水浸しになりました。日頃の手入れが大切なことがわかりました。
ハイキングコースの清掃　　　　
毎年、年末には森島さんにこれまでお願いしてきましたが、今年も播川さんと二人で踏破していただきました。歩くギャラリーとして設置した絵画が少し疲れて一息入れようと思ったところに設置されていて、良い加減でした。天王区から抗議を受けて撤去した看板も支障のないところに取り付けることができたら、楽しいハイキングコースに必ずレベルアップすると思います。との感想がありました。約3時間30分のコースですから皆さん歩いてみてください。そして京田辺市の最高峰を極めた気分をご連絡ください。お待ちしています。
年末里山農園の後始末　　　
なかなか思っているように整備が進みません。やっと第1次分の計画したところの生い茂った笹竹を伐採処分できました。雨の翌日には一面水溜まりができています。あぜなどの周囲の排水溝をしっかり確保してこそ栽培が可能になります。
1号地や2号地はやっとのことで排水溝ができて1年が経過して栽培が可能になりました。しかしあぜなどの草刈りを冬に完成しておかないと、芽吹くころには遅いことになってしまいますので、年末の最重点地として位置づけし、気を抜けません。何とか形の上では皆さんの努力で完成しましたがいよいよこれからが本番です。ご苦労様です。頑張っていきましょう。
29日里山農園の営農を学ぶ
聴覚障害者支援センターの藤永さんを年末の忙しい29日に事務所にお越しいただいて苦労話をお聞かせいただきました。その中で支援センターでは専従の店番を配置して、里山の会や支援センターの方々が生育した新鮮な野菜の即売店を4月ごろには開設させたいので、共同して運営をやってみませんかと呼びかけがありました。里山農園の1年間は、完全ボランテァで交通費はおろか弁当代も出ない状況でした。今回のお話を受けた後では、時間給の保障が前提にすれば、趣味を生かして、やる気のある世話係がお願いできる。そうすれば、理想的な体制が整うのだけれどといったお話に発展しました。そうありたいものだとうなずきました。
里山農園5号地の排水溝が半分掘削できる　　　　
旧年に第1次整備計画が何とか完成しましたが、雨が降るとなかなか水が行かずに、作った排水溝には小さな小川ですが、音を立てながら流れ出ます。そして晴天になって、他の谷からの水は流れでなくなっても1週間は必ず水を排出し続けます。谷奥からと、山に抱え込んだ雨水が徐々に漏れ出てきているのです。だから山際には必ず排水溝が作られていなくてはならないのです。ここまでは理解されるのですが、それじゃ溝を掘るといって集まってきていただける方々を幾度も待ってもなかなか現れません。このままではだめと判断して何はともあれ自分から掘削することと、意を決して2時間程度作業を行いました。この排水溝が威力を発揮して耕運機も安心して耕せる田圃になることを期待した一日の作業でした。
七草摘みと七草粥　47人(子供たち7人)の参加者　（前年は45人）　
快晴で無風で最適の河川敷でした。　「朝日新聞の案内記事を見て」とか「数年前の記事を切り抜いて、やっと日曜日になったので参加した」等、七草摘みに期待されている人々がたくさんおられることがわかりました。
一般的には粥を食するところの記事が主として取り上げられていますが、里山の会ではいろいろな事前の準備や当日の工夫があって楽しくする活動、楽しくなる活動、楽しくさせる活動として知恵を出し合って進めています。竹の利用で竹のお椀(今年から焼印)竹のお箸、古代衣装(姫・麻呂、童)、米・大根・カブ(里山農園生産)、炭(炭焼き体験生産)、火起こし機（里山の会製作）、七草の解説、案内、野原での七草摘み、（イモ粥　赤米粥　クロマイ粥　白米粥）等数種類の七草粥を作ります。そして摘みとってきたものは翌朝家族でいただくお土産に持ち帰ってもらいます。参加者全員が仲間となれるよう自己紹介や記念写真撮影があって、温かい粥を食してホッとするひと時を過ごしていただいています。　
第2部の新年初顔合わせでは、約20人の皆さんがこもごも正月を楽しんだお話で、孫にせっつかれたとか、体調とかには話が弾みました。これまでになく暖かく居心地が大変良く、お酒をいただきながらずいぶんゆっくりとした時間を過ごしました。後片付けや整理も順調に手際よく進み、見渡すと洗い場やトイレも来た時よりもずっと美しくなっていました。ご苦労様でした。
マラソン大会について　　　
新年初事務局会議で、5000人のランナーが参加する第30回記念の京都木津川マラソンの準備がいよいよ本格始動してきています。実行委員会に参加して里山の会は、選手輸送や本部会場の整備、手原川エイド、本部会場でのたき火係、飴湯サービス係等、総勢60人以上で支えています。多くの皆さんのご支援をお願いするとマラソンの総指揮をする大村副理事長から発言がありました。午後には南コースの点検に出発していただきました。
駐車場の拡張　チェンソーの回収で作業はかどる　　　
山城大橋下広場の北面の市道農道法面から約幅１ｍほどが放棄されて不法投棄や雑草が生い茂り見苦しい姿をしていました。年末に片づけに着手しました。チェンソーが必要な雑木が生い茂っていましたが、チェンソーが働き出したので、伐採が進みずいぶん美しくなりました。あと散らばっている小さなゴミや小石、ビニール片を拾うと見違えるほどに出来上がります。
駐車場の利用申し込みは100台を突破しています。昨年の同時期での比較で約10台分すくなくなっています。
炭焼き体験参加者募集中　26日（日）手持ちの炭が完売できました。今年はしっかり生産しなければなりません。ご参加ください。
木津川沿川活動団体交流会　19日（日）「これからの木津川について」村上興正先生から提起をいただきます。　中部住民センター
週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください
郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

